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嗜好度判定のための食晶分類化
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AC1ass1f1cat1onofFoodsfortheInvest1gat1on

　　　　　of　Food　Preference　Degree

Abstract：It1s　the　purpose　ofth1s　paper　to　report　a　pract1ca1and　a　eff1c1ent　method　for

the　obse岬at1on　of　food　preference　The　resu1ts　were　as　fouows

　The　mvest1gated　foods　were　c1ass1f1ed　under6d1v1s1ons　by　the　method　of　c1uster

ana1ys1s

　It　was　recogn1zed　that　the　tendency　of　food　prefemce　made　a　change　by　d1fferences

between　the　sexes　or　d1screpancy　of　age

　The　resu1ts　of　mu1t1p1e　regress1on　ana1ys1s　for12k1nds　of　foods　se1ected　from6

d1v1s1ons，the　coeff1c1ent　of　determmat1on　towards　the　food　preference　degree　showed

91．4～86．7％in　range．

　The　est1mat1on　of11neard1scr1mmant　funct1on　forfood　preferencedegreew1th12klnds

offoods　as　pred1ctorvar1ab1esmade1t　poss1b1e　to　c1ass1fy　the　samp1es　mto3groups　w1th

m1sc1ass1f1cat1on　rat1os4～16％m　range　Espec1a11y，the　m1sc1ass1f1cat1on　between

h1gher　and1ower1eve1groups　of　food　preference　degree　was　not　found　at　a11

1．緒　　　言

　人間の食物嗜好を形成する因子には環境的因子（家族，

食生活，経済など），心理的因子（気質，性格など），生

理的因子（性，年齢，体質など），社会的因子（人種，習

慣，教育など）などがありω，それらが複雑に関係し合っ

て嗜好が形成されている。われわれの摂食行動を考える

時，その目的は栄養であるが動機は嗜好である。したがっ

て，食行動は嗜好に大きく左右される。

　最近は食晶工業の発達，社会環境の急激な変化などに

よる食生活の多様化が進み，過食，偏食などの害が問題

になっているが，食べ物が心身両面の健康と密接な関連
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を持っている事を考えると，食行動を支える嗜好要因の

果たす役割はきわめて大きい。

　不適性な嗜好態度によって引き起こされる身体的な障

害は言うまでもないが，栄養のアンバランスも精神面に

大きく影響することが考えられている（2）。また，食生活は

人格形成に関係する舳，食物嗜好は性格特性に影響をお

よぼす（5）～（8）なども報告され，われわれも一連の研究9）～（1l）

において嗜好と性格の関連を調べ，それがどの様な寄与

率で関与しているのかという量的側面からの検討も加

え，両者の関係を明らかにしてきた。

　このように，食物嗜好には重要な意味が含まれており，

それを調べることによって適正な食生活を追求すること

が出来る。しかし，嗜好には先にも述べたように種々の

因子が関与し，特に年齢や性別，地域別などによってか
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Investigated foods 

meats 

processed meat 

liver 

milk 

dairy products 

egg 

(3) 

(4) 

f ishes 

processed fishes 

cephalopoda 

crustaced 

shellf ishes 

beans 

(8) 

(2) 

(2) 

(2) 

(2) 

(4) 

chestnut 

green vegetables 

onions 

edible roots 

potatos 

fruits vegetables 

(3) 

(4) 

(3) 

(2) 

(5) 

f ruits 

mushrooms 

seaweeds 

spsces 

table luxuries 

(8) 

(2) 

(4) 

(4) 

(5) 

Table 2 Food preference degree of subjects of investigation 

Sc JS Cs 
Foods 

M 
4.0li0.61 

3 . 40 +0 . 71 

4 . 30 ~ O . 73 

4 . 74 ~ O . 62 

3 . 90 :!: O . 53 

4 . 21:!: O . 43 

3 . 79~ O . 75 

4 . 23i O . 62 

3 . 98 :~: O . 52 

3 . 94 i O . 61 

4 . 54 + o . 59 

4 . 22 + o . 72 

3 . 53i O . 55 

4 . 43i O . 42 

4 . 45 + o . 36 

3 . 87l~: O . 78 

3 . 33 :!: O . 66 

3 . 10 i O . 52 

3.45d:0.61 

3 . 30 :!:O . 71 

4.00+0.55 

3.27d:0.61 

4 . 74 + o . 35 

4 . 46+ o . 50 

3 . 09i O . 65 

4 . 42 ~ O . 54 

F
 

3 . 71~0 . 62 

3 , 15:~: O . 72 

4 , 14i O . 66 

4 . 67+0 . 57 

3 , 82 i O . 60 

4 . 09~: O . 39 

3 . 75 d: O . 69 

4 . 27+ o . 52 

3 . 85 ~ O . 63 

3 . 89+ o . 57 

4 . 43 ~ O . 44 

4 , 12 i O . 68 

3 . 55 :~: O , 72 

4 . 32:!:O , 35 

4 . 55 + o . 49 

3 . 98 i O . 82 

3 . 37i O . 78 

2 , 87+ o . 68 

3 . 5li O . 65 

3 . 24 :!: O . 69 

3.91~0.60 

2 . 88+ o . 66 

4 . 84 ~ O . 26 

4 . 60 i O , 54 

3 . 34 I!: O . 60 

4 . 39 I~ O . 42 

M 
4 . 28 i O . 56 

3 . 39i O . 48 

4 . 11+ o . 56 

4 . 45 ~ O . 51 

4 . 07 d: O . 63 

4 . 18+0 . 45 

3 . 50 :i: O . 72 

4 . 41 :!: O . 46 

3 . 90 ~l O . 46 

3 . 62 :!: O . 66 

4 . 26+ o . 51 

3 . 54 i O . 53 

3.31~0.56 
4 . 1 5 +0 . 54 

4 . 34 d: O . 55 

3 . 80 i O . 62 

3 . 50 i O . 76 

2 . 90+ o . 71 

3 . 21~0 . 49 

2 . 75 + o . 59 

3 . 64 ~: O . 52 

3.3li0.53 

4 . 46 + o . 33 

4 . 40 + o . 48 

3 . 46:!: O . 72 

4 . 14i O . 39 

M･ ･ ･ ･ ･ ･Male 

F ･ ･ ･ ･ ･ ･ Female 

F
 

4 . OO + o . 65 

2 . 93 :!: O . 52 

3.8li0.41 

4 . 62 ~ O . 43 

4 . 03 i O . 59 

4 . 18~0 . 50 

3 . 31 d: O . 58 

4.30+0.51 
3 . 98 :!: O . 55 

3 . 42i O . 71 

4 . O0~ O . 42 

3 . 52 :~ O . 54 

3 . 54 :!~ O . 55 

4 . 13d: O . 45 

4 . 48 ~ O . 60 

3 . 95i O . 71 

3 . 53 :!: O . 69 

2 . 58 :!: O . 58 

3 . 35 :!: O . 52 

2 . 87~ O . 58 

3 . 87 :!: O . 42 

3 . 26 ~ O . 62 

4 . 73 i O . 24 

4 . 47 + o . 46 

3 . 58 i O . 80 

4 . 14 ~ O . 56 

M 
4 . 05 :~: O . 58 

3.15i0.49 
3 . 96:!: O . 50 

4 . 32 ~ O . 55 

3 . 95 i O . 63 

4 . 20 + o . 44 

3 . 67~ O . 73 

4 . 06:!: O . 44 

3 . 65 i O . 60 

3 . 70 i O . 59 

3 . 90 d: O . 78 

3 . 50 i O . 62 

3 . 42 d: O . 62 

3 . 55~ O . 39 

3 . 86 + o . 43 

3 . 08 i O . 59 

3 . 39:!: O . 57 

3 . 19+ o . 52 

3.31:~0.45 

3 . 16d: O . 49 

3 . 68 i O . 55 

3 . 35 ~ O . 46 

4 . 26 d: O . 42 

4 . 13:!:O . 39 

3 . 38 :!: O . 68 

4 . 08 ~ O . 49 

F
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l 2) 

13) 

14) 

15) 

16) 

17) 

18) 

19) 

20) 

21) 

22) 

23) 

24) 

25) 

26) 

pork 

liver 

milk 

yoghurt 

cheese 

egg 

mackerel 

lobster 

octopus 

short-neck clam 

ham 
fish paste 

soy bean 

peanut 

chstnut 

spinach 

onion 

garlic 

radish root 

carrot 

sweet potato 

spice 

perslmmon 

tomato 

green pepper 

wakame seaweed 

3 . 67:~ O . 54 

2 . 40 + o . 50 

3 . 76 d: O . 45 

4 . 19~ O . 62 

3 . 70 dl O . 54 

4 . 02 + o . 38 

3 . 45 + o . 66 

4 . 16+ o . 41 

3 . 56 i O . 49 

3 . 55 i O . 52 

3 . 83 d: O . 69 

3 . 48 d: O . 71 

3 . 50 d: O . 53 

3 . 76 d: O . 55 

4 . 31 ~ O . 45 

4 . 02 i O . 73 

3 . 37 :!: O . 66 

2 . 88 i O . 49 

3 . 43d: O . 50 

3 . 24 d: O . 60 

3 . 90 I!: O . 43 

3 . 34 d: O . 49 

4 . 54 d: O . 33 

4.28+0.52 

3 . 65 i O . 71 

4 . OO + o . 50 

Sc" 
Js" 

Cs" 

･Shool children 

Junior highschool students 

College students 
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考えられる。

　このような観点から，本研究では多変量分析を用いて

嗜好傾向による食品の分類化を試みた。すなわち，クラ

スター，バイプロットの両分析法によって食品を少数の

グノレープに分類し，その群分けによって選択された食品

が全体の嗜好傾向を予測し得るかどうかを重回帰分析で

検討した。さらに，判別分析で実際のデータと照合して

信頼性の確認を行った。その結果，若干の知見が得られ

たので報告する。

2．調査方法

　1）調査対象，時期および事項

　松江市内に在住する小学生，中学生およひ大学生を対

象にした。

　小学生に対しては5・6学年の児童316名（男子154名，

女子162名）について昭和59年6月に調査を行った。

　なお，経時的影響を調べるために既報⑯の資料も合わ

せて使用した。

　中学生については既報（9）の中から，今回の対象食品に

該当するものを取り出して使用した。

　大学生（1～4学年）については，出身地が広範囲に

わたっていたので，地域別による食物の嗜好差を除去す

るため島根県出身者のみに限定し，昭和54年6月に調査

したものの中から390名（男女それぞれ195名）を，昭和

61年9月に調査したものの中から300名（男女それぞれ

150名）を選んで対象とした。

　嗜好調査は，これまでの調査結果を基に日常よく使用

されるものの中から嗜好変動の少ないものを除き，なる

たけ全食品にわたるようにして72種を選んだ。Tab1e1

にその調査食品を示す。

　嗜好尺度としては，著者らがこれまでに行ってきた方

法，すなわち「大好き」「好き」「好きでも嫌いでもない」

「嫌い」「大鎌い」の5段階法で調査用紙に記入させ，5

点法で得点化した。

　2）解析方法
　大学生，中学生および小学生の男女別に，既報（14）に準じ

て食品嗜好度を算出し，嗜好傾向を調べた。

　つぎに，調査対象群別に各食品の嗜好度を求め，それ

を基にクラスター分析を施し，嗜好からみた食品の分類

を試みた。さらに，その中から有意に差がみられ，かつ，

なるたけ全ての食品群にわたるように少数の食晶を選択

し，バイプロット法による分析を試みた。

　クラスター，およびバイプロット両分析によって分類

された食品群の中から，さらに代表的な食品を選択し，
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それらの食品の嗜好度を説明変数，調査全食品に対する

各人の平均嗜好度を目的変数として変数増減法による重

回帰分析を行い，重相関係数，偏回帰係数およひ分散比

を算出した。そして，その寄与率を求めた。

　なお，重回帰分析に当たっては，回帰診断を行ってモ

デルの仮定やデータが適切であるかどうかを検討した。

すなわち，誤差項の正規性は標準化残差のQ－Qプロッ

トで確かめ，影響の大きい観測値の検出は，射影行列H

の対角要素，クックの統計量，マハラノビスの汎距離な

どの指標により判断した。その結果，極端に不適切と思

われたものは除外した。

　各人の平均嗜好度はほぼ正規分布をしたので，これか

ら四分領域を求め，既報（14〕と同じ要領で「偏食傾向がみら

れる群」（A群），「普通群」（B群），「偏食傾向がみられ

ない群」（C群）の3群に分け，上記の方法によって選ば

れた食品の嗜好度により判別分析を行い，サンプノレの所

属する群を推定し，正判別，誤判別の数を求めた。

3．結果および考察

　1）食品の嗜好傾向

　クラスター分析によって分類された26グノレープの中か

ら，各対象群間で差のみられない食品を除き，できるだ

け全食品群にわたるように26種類の食品を選び，各群に

おける嗜好度および標準偏差を算出した。

　その結果はTab1e2に示す通りである。

　なお，各群内において，学年別による嗜好度の違いを

検討したところ，いずれの群においても有意差がみとめ

られなかったので，各群はすべて同一母集団とみなして

処理した。また，大学生については昭和61年に調査した

ものを使用した。

　Tab1e2によると，柿，トマト，栗，落花生，えび，わ

かめ，ヨーグ／レトなどが全ての対象群において好まれる

食品であり，反対に嫌われるものとしては，にんにく，

ねぎ，人参，ピーマン，レバー，香辛料，さばなどがあ

げられた。

　また，動物性食品は男子に好まれ，植物性食品は女子

に好まれる傾向があるといわれ⑲，このことは小学生お

よび中学生を対象にしたこれまでの研究においてすでに

報告したが（9x1D，大学生におレ）ても大体同じ傾向を示すこ

とが分かった。

　したがって，大学生くらいまでの年齢では，嗜好に大

きな影響を与える食品はほぼ共通しているものと考えら

れる。また，食品相互の間には非常に高い相関を示すも

のが存在する事も分かった。
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Fig. I Biplot (Euclidean distance) of investigated foods in Sc. Js and Cs 
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較的接近しているが，中学生，大学生と年齢が上がって

いくにつれて離れていた。

　したがって，性差は年齢が増すにつれて大きくなるも

のと推察される。なお，Fig．1は第2主成分が年齢因子で

あり，性差による関係が分かりにくいので，男女別に分

けて検討した。その結果はFig．2－a～Fig．2－cに示

される通りである。
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×
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×
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×　　×　　　　×
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×
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　　　　　×
　　　　　15

…Z1

一4

　－2　　　　－1　　　　　　　　0　　　　　1　　　　　2

　　　　　　Fig．2－c　　　Bip1ot　in　Cs

　それらによると，男子が動物性食品を好み，女子が植

物性の食品を好むという傾向は，年齢とは関係なく，そ

れほど変化しないことが分かった。

　また，柿，栗，トマト，ヨーグルトなどおやつ的性質

の強いものは，全体的に女子に好まれることも認められ

た。

　さらに，レバー，にんにくなど独特の味覚を有するも

のは年齢に関係なく男子に好まれることも明らかになっ

た。

　しかし，同じように嗜好度の低い香辛料およびピーマ

ンは，小学生では，それぞれ男子または女子に好まれて

いるが，年齢が高くなるにつれて性差は薄くなる傾向に

あつた。

　この様に，性別による嗜好の違いは年齢にも関係する

ことが分かったが，同じ年齢でも，環境の変化という社

会的因子にも影響を受けるのではないかと言うことも当

然予想される。

　そこで経時的因子による検討を加えてみた。

　ここでは，それぞれ調査時期の異なる小学生と大学生

の場合を取り上げ，その経時的変化をみたが，Fig1から

明らかなように，いずれの場合においても非常に近接し

ており，時期的な違いによる差異はほとんど認められな

かった。

　このことに関しては，男性と女性の性差くらいの寄与



22 嗜好度判定のための食品分類化

率があったという報告（2ヨ）もあるが，比較年数の期間の違

いもあるので，本研究の結果とは同一に論じられないで

あろう。この問題については更に年数を重ねた段階で再

度検討したいと思っている。

　以上，年齢一性別および経時的変化について，その嗜

好に与える影響を見たが，食品の種類によってはかなり

の影響も見られた。したがって，食品の嗜好度を正確に

把握するためには，嗜好を支配する諸因子を可能な限り

一定にしても，なお，性別や年齢別によって対象食品を

選ぶ必要があるであろう。しかし，それでは非常に複雑

となり多大の労作を要する。

　Fig．1では，年齢差や性別という要因を内包した上で

嗜好傾向による食晶の群分けを行ったのである。した

がって，その分類によって選出された食品で，全体の嗜

好傾向を把握することが出来れば非常に有意義である。

すなわち，これまでのように多数の食品について調査す

る必要もなく，また，性別や年齢に関係なく対象食品を

一定にすることが出来るからである。

　そこで，それを確かめるために重回帰分析を実施し，

寄与率を見た。

TabIe3－a

　3）選択した食品による食品嗜好度への寄与率

　クラスター分析によって分類された6群について，そ

れぞれの群から出来るだけ広範囲にわたるように2品目

ずつを選んだ。すなわち，豚肉（X1），レバー（X。），卵

（X3），さば（X。），たこ（X5），ほうれんそう（X6），

人参（X。），大根（X。），ピーマン（X。），トマト（X1。），

柿（X11），わかめ（X。。）の12品目を目的変数とし，各人

の平均嗜好度を説明変数（Y）として重回帰分析を行い，

説明変数がどのくらい寄与しているかを検討した。その

結果はTab1e3－a～Tab1e3－cに示す通りである。

　これによれば，目的変数にたいする寄与率はいずれの

対象群においても高い値（O．867～O．914）を示し，群分

けによって選択された少数の食品でも，高い確率で嗜好

傾向を把握できることが確認された。

　更に，変数選択によってF。値の低い因子を除いた場合

でも，ほとんど寄与率の減少はみられなかった。したがっ

て，それらを除いた食品でも大体の傾向が把握できるが，

年齢や性別によってその食晶が必ずしも一致しなかっ

た。すなわち，小学生ではたこ，人参，ピーマンなどが，

中学生ではレバー，大根などが，そして大学生では，レ

Mu1tip1e　regression　ana1ysis　for　Sc
（＊p＜0．05，　＊＊p＜0．01）

M F
T　　　　　　　　　　　S T　　　　　　　　　　　S

variables B　　　　F．　　　B F。 B　　　　F．　　　B　　　　F。

X1
X．

X．

X．

X．

X．

X．

X．

X．

X1．

X．1

×1。

0．747

0．664

1．126

0．540

0．335

0．616

0．203

0．640

0．185

0．265

1．033

1．228

8．15榊

7．16＊＊

10．12＊＊

5．14＊＊

1，73

6．54＊＊

O．71

6．13＊＊

0，42

0．89

12．16＊＊

13．27＊＊

0．816

0．793

1．154

0．597

9．30＊＊

8．45＊＊

11．06＊＊

5．26＊＊

O．657　　　　6．91＊＊

0．705　　　　7．13＊＊

1．143　　　　15．26＊＊

1．315　　　　14，34＊＊

0．704

0．544

0．936

0．433

0．241

0．549

0．211

0．594

0．177

0．635

1．136

1，200

7．73＊＊

5．62榊

8，37舳

4．62＊＊

0，65

5．80＊＊

O．65

6．13＊＊

0，36

6．21淋

11．22榊

13．65＊＊

O．813

0．601

1．012

0．546

9．26榊

6．35＊＊

9．92＊＊

6．36＊＊

0．622　　　　6．61＊＊

0．655　　　　6．81＊＊

0．677　　　　7．15＊＊

1．265　　　　14．37＊＊

1．271　　　　15．36＊＊

K　　　　　　　　　　0，844

R　　　　　　　　　　O．941

R2　　　　　　　　　0，885

F58，694＊＊

O．633

0．936

0．876

75，235＊＊

0．867

0．940

0．883

36，545＊＊

0．913

0．932

0．868

56，214＊＊

B　　Regress1on　coeff1c1ent（×10－1）

K　　Constant　term

R2：Coefflc1ent　of　determ1nat1on

TCaseofa11var1ab1es

FB：F＿va1ueofregress1oncoeff1c1ent

R　Mu1t1p1e　corre1aat1on　coeff1c1ent

F：F＿va1ue

S　：Case　of　foward　se1ected　method
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＊p＜0．05，＊＊pく0．01
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Mu1t1p1e　regress1on　ana1ys1s　for　JsTab1e3－b

FM
STST

BFBBFBBFBBFBvariables 

7．33紳O．712

7．22＊＊1．186

5．13＊＊

0，74

6．35＊＊

1．34

13．21＊＊

8．15＊＊

6．65＊＊

O．98

7．32榊

1，03

9．26＊＊

19．33＊＊

0．616

0．157

1．140

0．329

1．161

0．923

0．806

0．227

0．744

0．291

0．880

1．544

11．37＊＊O．90310．16＊＊

0．94

12．65＊＊

8．92＊＊

18．91＊＊

7．31＊＊

O．66

0，86

1，17

8．16＊＊

9．13＊＊

13．15＊＊

O．846

0．235

1．293

0．934

1．262

0．725

0．145

0．183

0．225

0．735

0．981

1．226

13．55＊＊

9．64＊＊

20．21＊＊

8．42＊＊

1．322

0．987

1．316

0．865

15．13＊＊

9．62＊＊

8．31榊

1．190

1．013

0．924

7．99＊＊O．803

9．03＊＊

9．87＊＊

15．16＊＊

O．987

1．003

1．336

10．07紳

21．21＊＊

O．915

1．600

　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
　
　
　
1
　
　
2

工
2
3
4
5
6
7
8
9
1
1
1

X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X

O．901

0．929

0．863

60，315＊＊

0．846

0．935

0．874

40，512＊＊

O．516

0．940

0．883

81，564＊＊

O．793

0．944

0．891

61，293＊＊

K
R
R
F ＊p＜O．05，　＊＊p＜O．01

Multiple regression analysis for Cs Table 3 - c 

FM
STST

BFBBFBBFBBvariab1es

5．45＊＊0．5554．OO＊＊

O．21

7．98＊＊

2．19＊

17．87＊＊

0，13

9．52＊＊

1，02

7．46＊＊

1．34

11．61＊＊

23．79＊＊

O．503

0．124

1．320

0．414

1．302

0．162

0．968

0．412

0．817

0．331

0．980

1．657

14．84＊＊0．912

F。

11．13＊＊

O．46

14．32柵

6．43＊＊

23．02＊＊

1，19

0，35

0，64

4．85＊＊

4．23＊＊

10．23＊＊

14．51＊＊

O．962

0．155

1．451

0．664

1．135

0．432

0．169

0．152

9．25榊1．31419．48＊＊

7．63＊＊

30．12＊＊

1．611

0．704

1．236 19．96榊1．350

13．04＊＊1．057

10．90＊＊O．930

16．20舳

30．96＊＊

1．075

1．761

11．56＊＊

5．41＊＊

13．11＊＊

16．82＊＊

O．9097860
37600．608

！．075

1．326

1．108

1．378

　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
　
　
　
1
　
　
2

1
2
3
4
5
6
7
8
9
1
1
1

X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X
X

1．051

0．929

0．863

52，213＊＊

0．960

0．931

0．867

37，323＊＊

O．449

0．954

0．911

84，262＊＊

0．841

0．956

0．914

60，899＊＊

　
　
2K
R
R
F
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Table 4 - a Linear discriminant function (for M - Cs) 
(* p<0.05, ** p<0.01) 

discriminant function 

variables partial F A-group B-group C-group 

X1 

X2 

X3 

X4 

X5 

X6 

X7 

X8 

X9 
X
 10 

X
 ll 

X
 12 

5 . 241* * 

O . 173 

2 . 743 

O . 662 

5 . 344* * 

2 . 127 

l . 315 

O . 314 

8 . 369* * 

O . 564 

4 . 336* 

3 . 356* 

( 7.610)** 

( 5.912)** 

( 7.622)** 

( 5.372)** 

( 6.987)** 

( 5.782)** 

3 . 156 

O . 562 

4 . 146 

1 . 146 

4 . 152 

O . 935 

1 . 136 

O . 562 

6 . 222 

O . 363 

3 . 986 

3 . 212 

( 5.746) 

( 6.692) 

( 4.082) 

( 4.713) 

( 5.561) 

( 4.535) 

4 . 002 

O . 614 

4 . 533 

l . 263 

4 . 226 

1 . 142 

1 . 152 

O . 498 

7 . 366 

O . 521 

4 . 528 

4 . 036 

( 6.896) 

( 7.856) 

( 4.730) 

( 6.365) 

( 6.930) 

( 5.670) 

5 . 136 

O . 713 

6.211 

1 . 935 

5 . 013 

O . 862 

1 . 032 

O . 636 

8 . 014 

O . 610 

5 . 163 

4 . 821 

( 7.878) 

( 9.257) 

( 5.802) 

( 7.416) 

( 7.816) 

( 6.691) 

K 
F
 

10 ' 362* * ( 18 . 926) * * 

-96 . 32 (-84 . 64) -135.17 (-126 93) -191 . 35 (-174 . 56) 

K : Constant F : F-value ( ) ･ ･ Cace of foward selected method 

Table 4 - b Linear discriminant function (for F - Cs) 
(* p<0.05, ** p<0.01) 

discriminant function 

variables partial F A-group B-group C-grou p 

Xl 
X
 

2
 

X
 

3
 

X
 

4
 

X
 

5
 

X
 

6
 

X
 

7
 

X
 

8
 

X
 

9
 

Xlo 

X
 ll 

X12 

1 . 552 

O . 003 

3 . 167* 

O . 383 

5 . 441* * 

2 . 349 

7 . 868 * * 

O . 603 

2 . 007 

O . 710 

3 . 931* 

8 . 300* * 

( 5.550)** 

( 8.832)** 

( 7.766)** 

( 3.535)* 

( 4.908)* 

(11 . 367) ** 

2 . 706 

O . 136 

6 . 246 

O . 551 

4 . 238 

O . 765 

l . 752 

1 . 172 

l . 956 

2 . 178 

3 . 071 

4 . 361 

( 5.978) 

( 4.445) 

( 1.313) 

( 2.502) 

( 3.098) 

( 4.431) 

2 . 807 

O . 151 

7 . 446 

O . 784 

4 . 770 

l . 565 

1 . 400 

1 . 153 

2 . 473 

2 . 304 

3 . 429 

5 . 358 

( 7.371) 

( 5.066) 

( 2.217) 

( 3.129) 

( 3.614) 

( 5.589) 

3 . 302 

O . 150 

7 . 696 

O . 905 

5 . 789 

O . 923 

2 . 742 

O . 987 

2 . 867 

2 . 671 

4 . 272 

6 . 529 

( 7.375) 

( 6.127) 

( 2.217) 

( 3.549) 

( 4.312) 

( 6.612) 

K 
F
 

8 . 677* * (14 . 773) * * 

-78 . 25 (-60 . 65) -l06.64 ( 86 25) -142 . 90 (-115 . 90) 
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別分析で検討した。

　小学生，中学生および大学生のそれぞれに対して，食

品12種類を変数とし，嗜好傾向A，B，Cの3群につい

て変数増減法による線形判別関数を求めた。

　その結果，小学生，中学生および大学生ともだいたい

同じ様な結果が得られたので，大学生の場合のみを表に

した。

　その結果はTab1e4－aおよびTab1e4－bに示され
る。

　この結果，男女いずれも群間の差は1％水準で有思で

あった。また，各変数の偏F値をみると，それぞれ6変

数が判別に寄与していると推察された。そして，それは

男女に共通するものがほとんど（すなわち，卵，たこ，

ピーマン，柿，わかめ）であったが，男子の場合にはそ

れに豚肉が加わり，女子の場合は人参が加わっていた。

このことは重回帰分析で変数選択によって選ばれたもの

と，いくつかの変数を除き大体一致した。

　小学生や中学生の場合も，1％水準で有。冒差が認めら

れ，全く同じ結果が得られた。

　これらの分析により，判別の精度はかなり高いことが

推察されたので，実際のデータと照合してどの程度の誤

判別があるかを検討してみた。

　その結果はTab1e5に示される通りである。

　Ta1be5によれば，いずれの群においても若干の誤判

別がみられるが，全体としては高い水準で正しく判別さ

れることが分かった。特に，A群とC群の間では全く誤

判別が見られなかった。

　これらの結果は，多群の判別分析法によったものであ

るが，これとは別に2群問の判別分析も行ってみた。

　その結果は，A－C問に誤判別がみられないのは当然

であったが，A－B問，B－C間とも男女いずれも誤判

Tab1e5
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別率はさらに低い値を示した。・特に，A－B問では誤判

別O％の群も見られ，2群問の場合では更に的確な判別

が行われることが証明された。

　以上の諸検討の結果，食晶全般にたいする好き簾いの

嗜好傾向をみるためには，必ずしもたくさんの種類につ

いて調べる必要はなく，適正な分類に従え壮比較的少数

の食品で十分であることが認められた。その際，嗜好傾

向は性別，年齢別にやや異なってはいるものの，それら

の要因を含み込んで処理できることも分かった。

4．要　　　約

　食品全般に対する嗜好傾向を求めるに当たり，少数の

食品で有効な結果を得たいという目的で，嗜好傾向によ

る食品の分類化を試みた。年齢や性別によっても嗜好に

差が認められるので，小学生，中学生および大学生の男

女を対象に72種類の食品について嗜好調査を実施し，ク

ラスター分析，バイプロット分析，重回帰分析および判

別分析による検討を行った。

　その結果を要約すると次のとおりである。

　1）全調査食品の中から，各人の嗜好にあまり有意で

ないものを除き，日常的な26種類についてクラスター，

バイプロット両分析を行ったところ，6グループに群分

けされた。

　2）性別，年齢別に嗜好傾向の差がみられたが，経時

的変化についてはほとんど差はなかった。

　3）群分けされた6グループから12種類の食品を選択

し，それらが全体の嗜好傾向に対してどの程度寄与して

いるかを重回帰分析で検討した結果，91．4％～86．7％の

範囲でいずれも高い寄与率を示した。

　4）偏食傾向のみられる群（A群），普通群（B群）お

Resu1ts　of　d1scr1mmat1on（Percent　of　correct）

M　　　　　　　　　　　　　F

discrimination A　　B　　C A　　B　　C

　　　　　　A　　　　　　　　　92

Sc　　　　　　B　　　　　　　　　4

　　　　　　C　　　　　　　　　O

8　　　0　　　　　　92　　　8　　　0

92　　4　　　　　　4　　88　　8

8　　92　　　　　　0　　8　　92

　　　　　　A　　　　　　　　　92

Js　　　　　B　　　　　　　　4

　　　　　　C　　　　　　　　　0

8　　　0　　　　　　92　　　8　　　0

92　　4　　　　　　4　　92　　4

12　　　　88　　　　　　　　　　0　　　　　8　　　　92

　　　　　　A　　　　　　　　　92

Cs　　　　　　B　　　　　　　　　4

　　　　　　C　　　　　　　　　O

8　　　0　　　　　92　　8　　0

92　4　　48016
12　　　　88　　　　　　　　　　　0　　　　　8　　　　92
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よび偏食傾向のみられない群（C群）の3群について，

12種類の食品による線形判別関数を求め，実際のデータ

による誤判別をみた結果，A－C間では誤判別は全くみ

られなかった。また，A－B問，B－C間でも4～16％

に過ぎなかった。
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